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＊制作理由 

・ハンドメイドアクセサリーに興味があった 

・地元である岐阜県のものを使用したいと考えた 

・美濃和紙を使用してイヤリングを製作することで、 

美濃和紙を使った作品を、たくさんの人に知ってもらいたいと思った 

 

＊制作手順 

  

 

 

 

 

＊完成した作品 

 

                           

 

              

 

 

 

        

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊活動を通して 

・一辺が 3～4 センチの小さめの和紙を使用しました。和紙は、洋紙よりも厚みがあり作るも

のによって折りやすかったり、折りにくかったりしました。また、オリジナルの折り方を考え

て折ることと、一つ一つを立体的に作り上げることが難しくとても苦戦しました。 

でも、何回も作り直していく中でだんだん折り紙が上達し、一から自分で作品をつくることの

楽しさを感じ郡上に関連させた綺麗なイヤリングを制作することができました。 

・完成したイヤリングは 11 月に行われた町家オイデナーレで展示しました。 

町家オイデナーレを通して、さまざまな年代の方、地元の方、観光客の方と関わるなかで、自

分が作った作品を手にとって楽しんでもらました。自分の作品を見て楽しんでいただくことの

喜びを味わうことができてよかったです。  

また、町家オイデナーレでイヤリングを展示したことで和紙がこんなことにも使えるのだと和

紙に興味を示してくださる方もおり、町家オイデナーレを通して和紙の魅力や良さを伝えるこ

とができました。  

 

＜制作のポイント＞ 

・オリジナルの折り方で作り、郡上にあるものを形にした。 

・立体的な形になるように制作した。 
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